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万
円
を
音
楽
ま
つ
り
実
行
委
員
会
へ
送
金

致
し
ま
し
た
。
ご
支
援
、
ご
協
力
頂
き
ま

し
た
事
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

令
和
５
年
度 

「
安
全
保
障
ト
ー
ク
サ
ロ
ン
」
の
開
催 

支
部
理
事
役 

高
鹿 

治
雄 

湘
南
支
部
は
１
１
月
１
１
日
㈯
に
、
令

和
５
年
度
「
安
全
保
障
ト
ー
ク
サ
ロ
ン
」

を
藤
沢
市
商
工
会
館
ミ
ナ
パ
ー
ク
に
て
実

施
し
た
。
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
が
５
類
感
染
症
に
変
更
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
て
、
４
年
ぶ
り
に
懇
親
会
と
の

同
時
開
催
と
な
り
、
正
会
員
、
特
別
会
員
、

案
内
者
等
総
勢
３
０
名
強
に
よ
り
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

昨
年
は
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が

２
月
に
起
こ
り
、
夏
の
参
議
院
選
挙
中
に

安
倍
元
首
相
が
暗
殺
さ
れ
る
と
い
う
日
本

で
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
大
事
件
が
戦
後

初
め
て
起
こ
っ
た
。
今
年
に
な
り
ハ
マ

ス
・
イ
ス
ラ
エ
ル
戦
争
も
勃
発
し
て
、
多

く
の
市
民
が
悲
惨
な
戦
争
の
犠
牲
者
と
な

っ
て
い
る
ニ
ュ
ー
ス
が
毎
日
流
さ
れ
て
い

る
。
そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
、
厚
労
省
戦
没

者
遺
骨
収
集
事
業
に
隊
友
会
の
代
表
と
し

て
３
回
も
参
加
し
て
い
る
当
湘
南
支
部
理

事
役
の
荻
原
洋
聡
氏
を
今
年
度
の
安
全
保

障
ト
ー
ク
サ
ロ
ン
の
講
師
に
と
清
﨑
支
部

長
か
ら
推
選
が
あ
っ
た
。
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
戦
争
に
お
け
る
海
外
戦
没
者
約
２
４
０

万
人
の
う
ち
、
未
だ
に
１
１
２
万
柱
も
の

ご
遺
骨
が
戦
後
７
８
年
を
経
た
現
在
も
な

お
収
容
さ
れ
て
い
な
い
我
が
国
の
現
状
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
べ
く
、
戦
没
者
遺
骨

収
集
事
業
に
参
加
し
て
帰
国
直
後
の
荻
原

理
事
役
に
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

さ
て
、
み
な
さ
ん
は
我
が
国
の
戦
没
者

遺
骨
収
集
事
業
に
つ
い
て
ど
れ
く
ら
い
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存
知
で
し
ょ
う
か
？
荻
原
講
師
は
当
支
部

の
防
災
担
当
主
任
で
も
あ
り
、
元
海
上
自

衛
隊
機
動
施
設
隊
司
令
時
代
に
東
日
本
大

震
災
な
ど
多
く
の
災
害
派
遣
活
動
に
従
事

し
た
経
験
か
ら
、
命
と
地
域
を
守
る
た
め

の
災
害
へ
の
活
き
た
対
応
力
の
重
要
性
に

つ
い
て
積
極
的
に
日
本
全
国
ど
こ
に
で
も

出
か
け
て
行
っ
て
講
演
す
る
行
動
派
自
衛

隊
Ｏ
Ｂ
で
す
。 

そ
の
荻
原
講
師
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
超
え

て
、
令
和
４
年
度
（
第
４
次
）
／
令
和
５

年
度
（
第
２
次
）
／
令
和
５
年
度
（
第
３

次
）
の
３
回
に
亘
り
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
現
地
遺
骨
収
集
調
査
に
参
加
し
た
様
子

を
当
時
の
手
帳
メ
モ
や
膨
大
な
資
料
の
中

か
ら
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
ら
れ
た
プ

レ
ゼ
ン
資
料
（
写
真
や
動
画
等
の
映
像
を

豊
富
に
含
む
）
を
上
手
く
使
っ
て
、
ま
る

で
講
話
を
聴
い
て
い
る
我
々
も
パ
プ
ア
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中
を
歩
い

て
い
る
よ
う
な
感
覚
を
持
ち
ま
し
た
。
加

え
て
我
が
国
の
戦
没
者
遺
骨
収
集
の
歴
史

や
背
景
・
経
緯
に
つ
い
て
、
分
か
り
易
く

説
明
が
あ
っ
た
。 

残
念
な
が
ら
講
師
自
ら
参
加
し
た
戦
没

者
遺
骨
収
集
調
査
団
の
貴
重
な
体
験
談
や

現
地
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
人
々
と
の

心
の
交
流
や
絆
な
ど
を
全
て
ご
紹
介
で
き

な
い
の
で
、
伝
え
た
い
こ
と
の
中
か
ら
次

の
二
つ
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

そ
の
一
つ
目
は
、
講
師
の
プ
レ
ゼ
ン
で

も
強
調
さ
れ
た
「
僕
（
私
）
た
ち
は
、
何

か
し
ら
・
・
・
大
切
な
も
の
ご
と
を
わ
す

れ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」
と

い
う
私
た
ち
へ
の
問
い
掛
け
で
す
。
戦

前
・
戦
後
そ
し
て
現
在
も
圧
倒
的
に
国

力
・
軍
事
力
・
政
治
力
も
違
う
米
国
と
比

較
で
き
な
い
が
、
米
国
の
戦
没
者
遺
骨
収

集
体
制
は
米
国
政
府
・
米
軍
・
米
国
民
が 

一
体
と
な
っ
た
「
組
織
戦
」
で
あ
る
の
に

対
し
、
我
が
国
は
未
だ
に
そ
れ
ぞ
れ
が
バ

ラ
バ
ラ
で
、
政
府
の
一
部
と
民
間
と
国
民

の
善
意
と
行
動
力
に
頼
っ
た
「
ゲ
リ
ラ
戦
」

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
今
回
荻
原

講
師
か
ら
直
接
体
験
し
た
過
酷
な
現
地
調

査
活
動
内
容
の
お
話
を
聞
い
て
痛
感
し
た

の
は
私
だ
け
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
講
演
後
に
参
加
者
か
ら
「
今
の
現
地

調
査
の
状
況
で
は
何
年
た
っ
て
も
戦
没
者

を
日
本
に
連
れ
て
帰
っ
て
来
れ
な
い
の
で

は
な
い
か
？
機
械
化
や
も
っ
と
大
規
模
化

が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
？
日
本
政
府
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
？
」
と
い
っ
た
厳

し
い
質
問
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ

に
対
し
荻
原
講
師
は
一
つ
一
つ
、
我
が
国

の
政
治
状
況
や
我
が
国
を
取
り
巻
く
世
界

環
境
等
を
分
か
り
易
く
事
例
を
挙
げ
な
が

ら
回
答
さ
れ
た
。
米
国
の
遺
骨
収
集
参
加

者
が
「
我
々
は
戦
死
者
を
外
国
に
絶
対
に

置
き
去
り
に
は
し
な
い
」
と
す
る
コ
メ
ン

ト
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
つ
け
た
が
、

そ
れ
に
比
べ
て
我
が
国
は
ど
う
な
の
だ
ろ

う
か
と
自
問
自
答
せ
ざ
る
を
得
な
い
今
回

の
講
演
内
容
で
し
た
。 

 

そ
の
二
つ
目
は
、
遅
々
と
し
て
進
ま
な

い
我
が
国
の
課
題
解
決
に
向
か
う
方
策
の

示
唆
と
し
て
、
実
に
多
種
多
様
な
提
案
や

ア
イ
デ
ア
の
紹
介
が
あ
り
、
そ
の
中
で
も

現
地
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
荻
原
講
師
の
や

さ
し
い
思
い
が
、
現
地
の
子
ど
も
た
ち
へ

着
実
に
届
い
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
と
て
も
心

が
温
ま
り
ま
し
た
。
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
で
い
つ
も
荻
原
講
師
の
そ
ば
に
い
た
と

い
う
ア
ン
デ
ィ
君
（
１
２
歳
）
の
つ
ぶ
や

き
「
洋
聡
～
、
僕
が
大
き
く
な
っ
た
ら
、

遺
骨
を
探
し
続
け
る
よ
・
・
・
」
と
い
う

心
の
叫
び
を
引
き
出
し
た
荻
原
講
師
の
行

動
や
言
動
が
現
地
の
人
々
に
大
き
な
何
か 

 

 

「
第
４
５
回
神
奈
川
自
衛
隊
音
楽
ま
つ

り
２
０
２
４
」
へ
の
協
賛
ご
支
援
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

湘
南
支
部
長 

清
﨑
忠
圀 

来
年
、
令
和
６
年
３
月
３
日
神
奈
川
県

民
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
「
令
和
６
年

度
陸
海
空
自
衛
隊
、
防
衛
大
学
校
等
各
種

学
校
に
入
隊
、
入
校
予
定
の
皆
さ
ん
を
激

励
す
る
音
楽
ま
つ
り
」
に
対
し
、
隊
友
会

湘
南
支
部
と
し
て
支
援
の
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
７
５
名
の
支
部

会
員
の
皆
様
か
ら
２
１
万
円
と
言
う
多
額

の
協
賛
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。
音
楽
ま
つ

り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
掲
載
さ
れ
ま
す
左
記

の
３
枚
の
支
部
広
告
及
び
同
広
告
代
２
１ 

 

 

  

湘南支部 
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集
及
び
予
測
の
困
難
な
災
害
等
招
集
に
安
ん
じ

て
応
じ
る
た
め
に
は
、 

即
応
予
備
自
衛
官
個
人

の
意
思
・
努
力
に
加
え
て
、
即
応
予
備
自
衛
官

を
雇
用
す
る
企
業
等
も
休
暇
制
度
等
の
整
備
の

ほ
か
、 

訓
練
出
頭
時
の
業
務
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
の
変
更
、
顧
客
へ
の
影
響
等
の
負
担
を
負
う

こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
即
応
予
備
自
衛

官
を
雇
用
す
る
企
業
等
の
負
担
、
労
苦
に
報
い
、

即
応
予
備
自
衛
官
が
安
ん
じ
て
訓
練
等
に
出
頭

す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
た
め
、 

即
応
予
備
自

衛
官
を
雇
用
し
、
か
つ
、
訓
練
出
頭
等
の
た
め

に
所
要
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
企
業
等
に
対
し

て
、 

即
応
予
備
自
衛
官
雇
用
企
業
給
付
金
を
支

給
し
て
お
り
ま
す
。 

h
ttp

s://w
w

w
.m

o
d

.g
o
.jp

/g
sd

f/re
se

rv
e
/ 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

令
和
５
年
度
年
会
費
納
入
者
（
敬
称
略
） 

湘
南
支
部
長
（
十
一
月
十
日
現
在
） 

次
の
会
員
各
位
か
ら
年
度
会
費
を
納
入
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。 

正
会
員 

馬
見
塚
哲
夫
、 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

支
部
会
員
に
よ
る
２
０
２
４ 

第
４
５
回
神
奈
川
自
衛
隊
音
楽
ま
つ
り
協
賛 

湘
南
支
部
長
（
十
一
月
十
四
日
現
在
） 

多
く
の
会
員
各
位
か
ら
協
賛
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

今
武
孝
之
、
砂
川
武
敏
、
櫻
井
貴
裕
、
桜
庭
憲

昭
、
原 

康
二
、
和
田
兼
介
、
牛
尾
裕
春
、
岩

崎
政
弘
、
泉
川 

博
、
高
鹿
治
雄
、
和
栗 

清
、 

を
残
し
た
証
拠
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

ト
ー
ク
サ
ロ
ン
終
了
後
の
懇
親
会
は
、
支
部
長

の
挨
拶
に
続
い
て
、
松
岡
神
奈
川
県
隊
友
会
会
長
、

星
野
衆
議
院
議
員
、
市
川
・
松
長
両
県
議
、
臼
井

南
足
柄
市
議
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
柏
崎
西
湘

支
部
長
の
乾
杯
の
発
声
で
賑
や
か
に
始
ま
っ
た
。

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
現
地
調
査
時
の
服
装
で 

参
加
さ
れ
た
荻
原 

講
師
の
周
辺
に
は 

多
く
の
方
が
輪
を 

な
し
て
講
話
の
感 

想
を
交
え
た
議
論 

に
花
が
咲
い
て
い 

た
。
隊
友
会
活
動 

へ
の
参
加
者
は
こ 

れ
ま
で
年
配
者
が 

ほ
と
ん
ど
だ
っ
た 

が
、
８
月
の
市
ヶ 

谷
ツ
ア
ー
研
修
に 

参
加
し
た
予
備
自 

衛
官
２
名
の
大
学 

生
も
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
懇
親
会
の
中
で
若

い
彼
ら
か
ら
「
遠
い
昔
の
戦
争
の
話
で
は
な
く
現

代
の
一
般
国
民
に
と
っ
て
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
自
衛
隊
に
入

隊
す
る
私
た
ち
に
も
で
き
る
こ
と
か
ら
着
実
に
実

行
し
て
い
き
た
い
」
旨
の
決
意
表
明
に
、
参
加
し

た
老
若
男
女
の
心
が
一
つ
に
な
っ
た
雰
囲
気
の

中
、
府
川
湘
南
支
部
相
談
役
の
中
締
め
の
乾
杯
で

今
年
の
ト
ー
ク
サ
ロ
ン
は
無
事
終
了
し
た
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

中
東
情
勢 

支
部
理
事
役 

深
澤
文
晴 

ガ
ザ
戦
争
の
戦
況 

 

現
在
、
ハ
マ
ス
の
ゲ
リ
ラ
作
戦
が
行
わ
れ
て
お

り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
戦
車
が
次
か
ら
次
へ
と
破

壊
さ
れ
て
お
り
、
実
際
の
報
道
よ
り
も
イ
ス
ラ
エ

ル
軍
は
悪
戦
苦
闘
し
て
い
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
が

ハ
マ
ス
の
ゲ
リ
ラ
を
殺
害
す
る
た
め
に
、
空
爆
や 

編
集
後
記 

今
後
と
も
各
種
ジ
ャ
ン
ル
に
亘
る
、
ご
寄

稿
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

「支部の予定」 

・12/09（土） 

 第９回支部理事役会 

・12/20（水） 

 12月隊友紙発送 

・01/13（土） 

 第 10回支部理事役会 

・01/下旬 

 6団体「新春の集い」 

・01/22（月） 

 １月隊友紙発送 

・02/中旬 

 第 2回名所旧跡探勝 

・02/17（土） 

 第 11回支部理事役会 

地
上
侵
攻
を
し
て
い
る
が
、
多
く
の
パ
レ
ス
チ
ナ

市
民
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
。
世
界
的
に
イ
ス
ラ

エ
ル
の
や
り
方
に
対
し
て
圧
力
が
か
か
っ
て
来
て

い
る
。
最
近
は
そ
の
圧
力
が
ア
メ
リ
カ
へ
の
圧
力

に
変
わ
り
始
め
て
い
る
。 

６
日
、
バ
イ
デ
ン
米
大
統
領
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の

ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
と
電
話
協
議
し
「
戦
術
的
な
一

時
中
断
」
の
可
能
性
に
つ
い
て
協
議
し
た
が
結
論

は
出
な
か
っ
た
。 

そ
れ
に
対
し
国
際
社
会
の
意
見
は
完
全
停
戦
で

あ
り
、
世
界
か
ら
大
き
な
反
発
を
受
け
て
い
る
。

そ
れ
と
並
行
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
国
内
で
は
、
イ
ス

ラ
エ
ル
人
の
国
外
脱
出
が
凄
い
勢
い
で
進
ん
で
い

る
。 国

外
の
報
道
で
は
約
１
か
月
に
も
及
ぶ
こ
の
戦

況
は
ハ
マ
ス
が
有
利
に
見
ら
れ
て
い
る
。
イ
ス
ラ

エ
ル
は
予
備
役
が
多
い
軍
隊
の
た
め
長
い
期
間
戦

争
が
出
来
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

ア
メ
リ
カ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
は
政
治
的
に
敗
北
す

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
国
際
社
会
の
流
れ
も

変
わ
っ
た
よ
う
に
も
見
え
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、

中
東
ア
ラ
ブ
諸
国
全
域
を
巻
き
込
ん
だ
大
戦
に
な

ら
な
い
事
を
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

令
和
５
年
度
特
集 

予
備
自
衛
官
に
つ
い
て 

第
５
回
「
企
業
の
み
な
さ
ま
へ
」 

陸
上
自
衛
隊
：
予
備
自
衛
官
制
度
Ｈ
Ｐ 

周
囲
の
ご
理
解
が
、
予
備
自
衛
官
制
度
の
支
え
で
す 

即
応
予
備
自
衛
官
・
予
備
自
衛
官
及
び
予
備
自

衛
官
補
は
、
仕
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
調
整
し
、

休
暇
な
ど
を
利
用
し
て
招
集
訓
練
に
応
じ
て
い
ま

す
。
彼
ら
が
そ
の
責
務
で
あ
る
招
集
訓
練
等
に
心

お
き
な
く
参
加
す
る
た
め
に
は
、
雇
用
企
業
の
み

な
さ
ま
は
じ
め
、
家
族
、
友
人
な
ど
周
囲
の
ご
理

解
と
ご
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。 

国
家
防
衛
の
た
め
、
ま
た
地
域
社
会
の
た
め
に

貢
献
す
る
予
備
自
衛
官
制
度
。
そ
の
制
度
は
、
市

民
の
み
な
さ
ま
に
支
え
ら
れ
て
こ
そ
円
滑
に
運
営

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。 

企
業
の
み
な
さ
ま
へ
の
、
具
体
的
な
お
願
い 

即
応
予
備
自
衛
官
・
予
備
自
衛
官
及
び
予
備

自
衛
官
補
が
不
利
益
を
被
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
、
休
暇
等
で
招
集
訓
練
等
に
参
加
で
き
る
よ

う
に
ご
配
慮
下
さ
い
。
即
応
予
備
自
衛
官
・
予

備
自
衛
官
及
び
予
備
自
衛
官
補
が
気
兼
ね
な
く

招
集
訓
練
等
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
留
守
間
の

業
務
調
整
に
ご
配
慮
下
さ
い
。 

予
備
自
衛
官
の
優
れ
た
資
質
は
、
必
ず
お
役
に

立
ち
ま
す 

予
備
自
衛
官
は
、
自
衛
隊
で
培
っ
た
規
律
心

や
責
任
感
等
を
職
場
に
活
か
し
、
協
調
性
や
実

行
力
を
も
っ
て
日
々
の
業
務
に
あ
た
り
ま
す
。 

ま
た
、
毎
年
の
訓
練
に
参
加
す
る
こ
と
で
、

こ
れ
ら
の
資
質
を
磨
き
、
維
持
し
ま
す
の
で
、

企
業
に
お
け
る
人
材
育
成
に
も
役
立
ち
ま
す
。 

予
備
自
衛
官
を
雇
用
す
る
と 

予
備
自
衛
官
を
雇
用
し
て
く
だ
さ
る
こ
と

は
、
企
業
と
し
て
「
国
防
へ
の
貢
献
」
「
地
域
社

会
へ
の
貢
献
」
を
果
た
す
こ
と
に
な
り
、
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
・
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

ま
た
、
予
備
自
衛
官
の
存
在
が
、
職
場
の
活

性
化
に
結
び
つ
き
、
予
備
自
衛
官
の
定
期
的
な

訓
練
へ
の
参
加
は
、
社
員
の
健
康
管
理
・
社
員

教
育
に
も
資
す
る
こ
と
と
な
る
で
し
ょ
う
。 

即
応
予
備
自
衛
官
雇
用
企
業
給
付
金
を
支
給 

即
応
予
備
自
衛
官
を
雇
用
す
る
企
業
等
は
、

休
暇
制
度
等
の
整
備
の
ほ
か
、
訓
練
出
頭
時
の

業
務
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
変
更
、 

顧
客
へ
の
影

響
等
の
負
担
を
負
う
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、

そ
れ
ら
の
負
担
・
労
苦
に
報
い
る
た
め
、 

訓
練

出
頭
等
の
た
め
に
所
要
の
措
置
を
講
じ
て
い
る

企
業
に
対
し
て
は
即
応
予
備
自
衛
官
雇
用
企
業

給
付
金
を
支
給
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。 

即
応
予
備
自
衛
官
は
、
年
間
３
０
日
間
の
訓

練
出
頭
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
上
に
、
予
測
の
困

難
な
災
害
時
等
の
招
集
命
令
に
も
応
じ
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
即
応
予
備
自
衛
官
が
、
訓
練
招 
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